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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 大久保　まつゑ様～　両下肢・両足背・両眼瞼浮腫があり、また気管支狭窄音　

が時々聴取される為田名部Ｄｒ診察にて利尿剤内服薬・気管支拡張剤の貼り薬７日分が処方されました。異常ある時はその都度バイタル測定し一般状態・呼吸状態・水分摂取量・排尿量の観察をしましょう。

　　　　　　　　　　　

・　松田　信夫様～　精神薬変更後歩行状態は改善傾向にありますが、今朝の体温が34.8度と低目です。意識清明である事から現処方の精神神経用剤・睡眠薬・下剤が４日分継続処方となっています。精神症状の変化・バイタル測定し全身状態の観察をしましょう。

　　　　

・　橋本　万様～　身体面での悪化が見られない為、現処方の精神神経用剤・中枢神経用剤・カリウム補助剤・下剤が７日分継続処方となっています。

　　　　　　　　　

・　浜中　トキエ様～　右眼周囲・頸部発赤軽度持続している事から現処方のアレルギー用剤が４日分継続処方となっています。症状の繰り返しあるので入浴時等皮膚の観察をしましょう。

　　　　　　　　　　

· 三浦　一男様～　１週間前頃より断続的な発熱（37～38℃）見られることから　

主治医報告、抗菌剤が４日分処方となりました。バイタル測定し一般状態観察、発熱に対しては水分補給等行っていきましょう。

· 山下　さき様～　定期健診にて胸部ＸＰ施行、結果右気管支肺炎と診断され、

　抗生剤４日分処方となりました。明日血液検査・血沈・喀痰検査の指示受けています。更衣せず寝ている事多いので保清促し、一般状態の観察をしましょう。

· 山内　公博様～　下肢痛継続している為、鎮痛消炎剤の軟膏継続処方となって

　います。痛み強くない時はウォーキングする様声掛けし筋力をアップする様働きかけて行きましょう。

・荒屋敷　チエ様～　白内障治療点眼薬継続処方となっています。

・古川　徳一様～　他患者様の摂食時に食思を誘引される傾向にあり立ち上がって動こうとする為田名部Ｄｒ報告、食事内容・量を少しずつアップしていく方向を考え、寒天様の物を試しに摂らせて見る事から始める事となりました。午前・午後の水分補給時・

　　　　　　　　　　昼食時寒天２個から始めむせ込み無くよければアイソジェントロミ食に変更していく予定です。摂取時は必ず傍に付き添いし摂取状況確認お願いします。

＜ＳＳＴ評価＞

今週のテーマは月末の週ということもあり各ユニット共「７月の評価」についての

ＳＳＴでした。

・Ａユニット

　　　下をむいたり、居眠りしている方へは、その都度声掛けし少しづつ顔をあげてくれた方もいます。促しで拍手出来ています。

･　Ｂユニット

　　　発言は適度にあるが的はずれな発言あり介入要し、何度も話を戻すがずれてしまっています。はっきりと大きな声で返事され拍手も出来た事は評価しています。

· ＣＤユニット

　　　　　皆様が一人一つだが今月の評価をして頂けた。もう少し話を広げられたら良かったと思いました。居眠りする方は居なかったです。

　　

　　　　　　






















